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流行性出血病ウイルス（以下、EHDV）はレオ

ウイルス科オルビウイルス属の RNA ウイルス

で、ヌカカによって媒介されるアルボウイルス

のひとつである。EHDV には８つの血清型が存

在し、国内では、このうち６つの血清型（１、

２、５、６、７、10）の侵入が確認されている６）。

EHDV 血清型２（以下、EHDV-２）に分類され

るイバラキウイルスはイバラキ病の原因ウイル

スであり、発熱や嚥下障害などを引き起こすこ

とが知られているが、近年国内では血清型５や

６あるいは７による嚥下障害や流死産も確認さ

れている１、２、３、４、５）。 

今回、おとり牛調査において県下で２つの血

清型の EHDV の流行が確認されたためその概要

を報告する。 

 

１ EHDV 関連疾病の発生状況 

表－１に、これまでに国内で確認された EHDV

関連疾病の発生状況を示す。 

昭和 34 年に九州～関東地方で EHDV-２によ

るイバラキ病の発生が確認されて以降、しばら

くは EHDV-２のみの発生であったが、平成９～

10 年に九州地方で確認された EHDV-７の大流

行では、嚥下障害のほかに流死産も多発し、そ

の後、平成 27 年に兵庫県で EHDV-６による嚥

下障害が４）、平成 29 年には沖縄県で EHDV-５

による流産事例が確認されている５）。 

 

２ 材料および方法 

（１）抗体検査 

県内６地域の未越夏牛 72 頭から令和２年６、

８、９および 11 月に採取された血清 288 検体を

用いて、牛流行熱ウイルス、アカバネウイルス、

アイノウイルス、チュウザンウイルス、イバラ

キウイルス（IBAV）、ピートンウイルス、ディ

アギュラウイルス、シャモンダウイルスの中和

試験を実施した（図－１）。さらに、９および

11 月血清 144 検体については分離株と IBAV No.

２株との抗体価を比較した。 

 

（２）遺伝子検査およびウイルス分離検査 

８月以降の血漿および血球 432検体について、



 

牛異常産関連ウイルスの RT-PCR およびウイル

ス分離を実施した。さらに、11 月の血球 72 検体

については、図－２に示す３種類の EHDV 特異

的プライマー２）、７）を用いて、プライマーによ

る検出感度の比較を行った。 

 

 

 

また、抗原検索の結果得られた、県央地域の

血球由来分離株２株および壱岐地域の血球由来

抽出 RNA１検体について EHDV のゲノム分節２

および３の塩基配列決定および分子系統樹解析

を実施した。 

 

 

 

３ 検査成績 

（１）抗体検査 

 11 月調査において、IBAV に対する抗体陽転が

諫早市および壱岐市の計４頭で確認され、陽転

率は 5.6％であった（表－２）。 

 

（２）遺伝子検査およびウイルス分離成績 

 遺伝子検査の結果、11 月調査において県央、

壱岐地域の血球材料計５検体から EHDV 特異遺

伝子が検出され、このうち県央地域の３検体に

ついてはウイルスも分離された（表－２）。 

 

遺伝子解析の結果、分離株２株の塩基配列の

相同性は 99.84％と非常に高く、同一由来の株で

あることが確認された。また、これら２株は血

清型別 RT-PCR において EHDV-２陽性となり、

平成 12 年の EHDV-２長崎株とゲノム分節２で

99.47％、ゲノム分節３で 99.84％の相同性を示し

た。一方、壱岐地域の抽出 RNA１検体は県央地

域の分離株との相同性が 94.95％と若干低いこ

とが確認された。 

さらに、血清型別 RT-PCR を実施した結果

EHDV-６陽性となり、平成 27 年の EHDV-６兵

庫株とゲノム分節３で 98.42％の相同性を示し

た。 

以上の結果から、県央地域の分離株は EHDV-

２、壱岐地域の抽出 RNA は EHDV-６と同定され

た（表－３）。 

 

図－４に地理的由来を反映するゲノム分節３

の部分配列に基づく分子系統樹を示す。 



 

県央地域の分離株は平成 12年長崎株を含む過

去の EHDV-２国内流行株と最も近縁であった

た。一方で、壱岐地域の検出 RNA は過去の

EHDV-６国内流行株と最も近縁であった。 

 

 

 

続いて、図－５に抗原性を反映するゲノム分

節２の部分配列に基づく分子系統樹を示す。

EHDV-２分離株はアジア・オセアニア地域の分

離株が多く存在するグループに属し、平成 12 年

の EHDV-２長崎株を含む国内流行株と最も近縁

であった。 

 

 

 

（３）分離株と IBAV 株との抗体価比較 

分離株と、同じ EHDV-２に属する IBAV No.

２株との抗体価比較を実施した結果、EHDV-２

浸潤農場においては、分離株のほうが若干高い

抗体価となったが、明らかな差は認められなか

った（表－４）。なお、表に示す農場以外の個

体の抗体価はすべて２倍未満であった。 

 

 

（４）プライマーによる感度比較 

EHDV-６に対する既存の EHDV 検索用プライ

マー３種の検出感度を比較した結果、EHDV-６

に対しては、プライマーによって検出感度に差

があり、EHDV-６特異的プライマー、EHDV 血

清群共通プライマー②、EHDV 血清群共通プラ

イマー①の順に感度が高いことが確認された。

また、壱岐市の No.２～４の３頭については 10

月にイバラキ病ワクチンが接種されていたが、

当該個体からも EHDV-６特異遺伝子が検出され

た（表－５）。なお、表に示す農場以外の個体

はすべて陰性であった。 

 

４ まとめおよび考察 

令和２年度は、県下２地域で EHDV-２と

EHDV-６の２つの血清型の EHDV 流行が確認さ

れた。EHDV-６の流行確認については、沖縄県、

兵庫県につづき国内３例目であり、九州地域で

は初確認となる。 

また、EHDV-２、EHDV-６ともに今回の流行

は限局的なものであり、関与を疑う事例は確認



 

されなかったが、特に EHDV-６については、近

年、嚥下障害が確認された兵庫株と非常に近縁

であったことから、病原性を有する株である可

能性も否定できないと考えられた。 

それぞれのウイルスの侵入時期については、

11 月調査時の EHDV-２浸潤農場の分離株に対

する抗体価が全体的に低かったことから、侵入

してまもない状況であったことが推察された。 

また、EHDV-６浸潤農場における IBAV 抗体

価は２倍未満から 128 倍と幅があったが、平成

27 年の兵庫県における調査において、EHDV-６

と IBAV との交差性は低いことが確認されてい

ることから、今回の EHDV-６流行株に対する真

の抗体価は、IBAV に対する抗体価よりもかなり

高いことが推察され、ウイルスは 10 月頃には侵

入していた可能性が疑われた。 

また、今回、複数のイバラキ病ワクチン接種

牛から EHDV-６特異遺伝子が検出されたことか

ら、EHDV-６についてはワクチン抗体による感

染防御ができなかったものと推察された。 

さらに、EHDV-６に対してはプライマーによ

る感度の違いが確認されたことから、今後、お

とり牛調査や病性鑑定で EHDV 検索を実施する

際には、抗体検査成績と併せ必要に応じて複数

のプライマーを用いた遺伝子検索を実施するこ

とが重要と思われた。 

今後も様々な血清型の EHDV が同時に県内に

侵入しうることを想定し、流行の早期予察や的

確な疾病診断に繋げたい。 

最後になりましたが、今回、EHDV 検索に際

して多大なるご助言ならびに遺伝子解析を実施

していただきました、国立研究開発法人農研機

構の梁瀬徹先生ならびに白藤浩明先生に深謝い

たします。 
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